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S/C 内壁塗膜の施工条件を模擬した試料を作製し、隔離時冷却系（RCIC）運転中の水温条件における塗膜

からの Zn, Si 及びその他の元素の溶出を調べ、不溶性 Cs 含有粒子の組成に及ぼす塗膜成分の寄与を検討し

た。 
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1. 緒言 

不溶性 Cs 粒子は、Cs の他、Fe、Si および Zn などの元素を含んでいることが明らかになっている[1,2]。

これらの元素の内、特に Zn や Si の起源は明確ではない。どのような材料中で Zn や Si が使用されている

かを調べたところ、サプレッションチャンバー（S/C）の内壁に Zn を主成分とし、Si などを含む塗料が使

用されていることがわかった。本研究では、当時の S/C の水温において、この塗料から Zn などが水中へ溶

出するかを評価し、不溶性 Cs 粒子構成元素の起源になり得るか検討した。 

2. 実験方法と結果 

S/C 内壁を模して、S/C 内に用いられているものと

同じ無機亜鉛塗料（ダイメットコート 9、PPG ジャ

パン株式会社）を、ブラスト処理を行った炭素鋼の

表面に 65150 μm 形成したものを試料に用いた。本

試料を 10 x 25 x t4.5 mm に加工した試料片を SUS 製

の圧力容器に精製水と共に封じ、オイルバスを用い

て加熱した。試験条件は、当時の S/C の解析結果か

ら、水温 140 ℃で 30 時間とした。試験前後の試料外

観を図 1 に示す。試験前の塗膜に対して化学分析を

行った結果、表 1 に示すような組成であり、確かに

Zn や Si が含まれていた。また、試験後の精製水か

らは表 2 のように Zn や Si などが検出された。これ

より、当時の S/C の水に塗膜から Zn および Si など

が溶出する可能性が示唆される結果となった。 
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表 2 試験後の精製水の化学分析結果 

表 1 試験前の無機亜鉛塗膜の化学分析結果 

図 1 試料模式図と試験前後の試料外観 

mass % Zn Si Al Cl K Ti Mg

塗膜 79 4.3 1.4 0.17 0.13 0.06 0.03

μg/ml Zn Si Al Cl K Ti Mg

試験水 3.6 2.2 <0.01 4.4 1.1 <0.01 0.16
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